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都
市
鉄
道
の
経
営
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

地
方
公
共
団
体
等
が
出
資
し
て
い
る
「
都
市
鉄
道
」
は
、
利
用
者
の
伸
び
悩
み
や
、
巨
額
な
初
期
投
資
の
返
済
に
加
え
、
地

方
公
共
団
体
そ
の
も
の
の
財
政
難
も
あ
り
、
多
く
が
厳
し
い
経
営
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
特
に
都
市
圏
中
心
部
と
新
た
に
建

設
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
結
ぶ
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
」
は
、
関
連
す
る
ほ
と
ん
ど
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
そ
の
計
画
人
口
を

大
幅
に
下
回
り
、
「
利
用
客
の
伸
び
悩
み
」→

「
累
積
欠
損
の
拡
大
」→

「
高
い
運
賃
」→

「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
人
口
増
加
の
抑

制
」→

「
利
用
客
の
伸
び
悩
み
」
と
い
う
「
負
の
連
鎖
」
に
陥
っ
て
い
る
。
地
域
の
重
要
な
公
共
輸
送
手
段
で
あ
る
「
都
市
鉄

道
」
に
対
し
て
は
、
持
続
可
能
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
の
鉄
道
事
業
体
の
健
全

性
確
保
が
、
「
高
い
運
賃
」
と
い
う
利
用
者
へ
の
一
方
的
な
負
担
の
み
で
担
保
さ
れ
る
事
は
社
会
的
な
不
公
平
と
考
え
る
。
国

土
交
通
省
が
本
年
三
月
に
公
表
し
た
「
政
策
レ
ビ
ュ
ー
都
市
鉄
道
整
備
の
あ
り
方
」
で
は
公
的
支
援
の
役
割
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、
総
務
省
も
第
三
セ
ク
タ
ー
都
市
鉄
道
へ
の
健
全
化
支
援
対
策
を
創
設
し
た
。

そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

総
務
省
の
「
地
方
公
営
企
業
に
準
ず
る
第
三
セ
ク
タ
ー
地
下
鉄
等
事
業
の
経
営
健
全
化
支
援
対
策
」
は
支
援
対
象
を
「
地

方
公
共
団
体
の
出
資
比
率
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
」
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
等
と
し
て
い
る
が
、
「
地
方
公
共
団
体
の
出

一



資
比
率
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
」
の
鉄
道
事
業
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て
の
政
府
の
方
針
と
取
り
組
み
を
示
さ
れ
た
い
。

二

都
市
鉄
道
の
な
か
で
も
北
総
開
発
鉄
道
の
運
賃
に
つ
い
て
は
、
政
府
も
国
会
答
弁
で
「
日
本
で
も
有
数
に
高
い
」
と
認
め

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
二
年
に
は
「
北
総
・
公
団
鉄
道
運
賃
値
下
げ
を
実
現
す
る
会
」
が
地
元
の
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
人

口
の
八
割
に
あ
た
る
六
万
四
千
名
余
り
の
署
名
を
集
め
て
「
運
賃
値
下
げ
」
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
平
成
十
二
年
四
月
二

十
日
の
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
第
四
分
科
会
で
は
、
「
北
総
開
発
鉄
道
の
運
賃
が
高
す
ぎ
る
」
と
の
質
問
に
対
し
、

当
時
の
二
階
運
輸
大
臣
が
「
適
切
な
支
援
策
を
考
え
て
参
り
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
そ
の
後
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
講
じ
た
か
示
さ
れ
た
い
。

三

同
分
科
会
で
は
、
当
時
の
運
輸
省
側
が
、
同
鉄
道
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
高
い
償
還
金
利
に
つ
い
て
も
、
繰
上
げ
償
還

等
支
援
策
の
検
討
を
約
束
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
た
か
示
さ
れ
た
い
。

四

ま
た
、
北
総
・
公
団
線
に
つ
い
て
は
、
成
田
空
港
ま
で
の
延
長
が
進
ん
で
い
る
。
運
輸
政
策
審
議
会
は
答
申
の
中
で
「
空

港
ア
ク
セ
ス
線
の
償
還
期
間
を
現
行
の
三
十
年
か
ら
四
十
年
程
度
に
延
長
す
る
こ
と
が
適
当
」
な
ど
と
し
て
い
る
が
、
同
線

に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
適
用
し
、
そ
れ
に
よ
り
運
賃
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、
示
さ
れ
た
い
。

五

同
審
議
会
答
申
で
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
出
資
比
率
を
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
引
き
上
げ

二



る
事
な
ど
を
提
言
し
て
い
る
。
こ
の
提
言
に
対
し
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
同

線
に
つ
い
て
は
全
区
間
が
開
通
し
て
も
五
十
一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
と
こ
ろ
を
、
「
北
総
開
発
鉄
道
線
」
「
都
市
基

盤
整
備
公
団
線
」
「
成
田
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
線
」
「
成
田
空
港
高
速
鉄
道
線
」
の
四
事
業
区
間
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ

も
そ
も
こ
の
よ
う
な
都
市
鉄
道
の
経
営
・
運
営
形
態
は
ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え
る
か
示
さ
れ
た
い
。

六

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
計
画
人
口
は
当
初
三
十
四
万
人
だ
っ
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
に
は
十
九
万
人
へ
事
業
規
模
を
縮
小

し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
平
成
三
年
に
は
�
期
区
間
分
を
千
百
四
十
一
億
円
で
北
総
開
発
鉄
道
株
式
会
社

に
譲
渡
し
、
巨
額
の
負
債
構
造
を
背
負
う
シ
ス
テ
ム
が
つ
く
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
「
日
本
で
も
有
数
に
高
い
」
と
い

わ
れ
る
運
賃
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
当
時
の
資
金
計
画
を
含
め
て
事
業
認
可
し
た
政
府
の
責
任
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
巨
額
の
譲
渡
価
格
で
引
き
受
け
た
北
総
開
発
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
、
引
き
受
け
る
た

め
に
何
ら
か
の
条
件
を
付
け
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
な
ど
に
よ
る
全
国
各
地
の
都
市
型
鉄
道
は
、
前
述
の
通
り
、
利
用
者
数
の
見
通
し
の
甘
さ
と
、
無
節

操
な
巨
額
投
資
が
経
営
を
大
き
く
圧
迫
し
、
そ
の
つ
け
が
「
高
運
賃
」
と
し
て
利
用
者
に
押
し
付
け
ら
れ
、
ま
た
自
治
体
財

政
の
ひ
っ
迫
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
と
責
任
の
有
無
を
伺
い
た
い
。

三



八

北
総
開
発
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営
再
建
に
関
し
、
平
成
六
年
六
月
二
十
八
日
付
け
で
、
千
葉
県
、
住
宅
・
都
市
整
備
公

団
、
京
成
電
鉄
株
式
会
社
、
北
総
開
発
鉄
道
株
式
会
社
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
覚
書
が
あ
る
。
こ
の
覚
書
の
作
成
に
つ
い
て
、

政
府
は
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か
伺
い
た
い
。
ま
た
、
同
覚
書
で
は
北
総
開
発
鉄
道
株
式
会
社
の
運
賃
改
定
に
も
言
及
し

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
約
束
が
運
賃
改
定
を
認
可
制
と
し
て
い
る
「
鉄
道
事
業

法
一
六
条
」
に
抵
触
し
な
い
の
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
は
、
同
覚
書
以
降
、
北
総
開
発
鉄
道
に
つ
い
て
は
二
回

の
運
賃
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
国
が
こ
れ
を
認
可
し
た
理
由
に
つ
い
て
も
各
々
示
さ
れ
た
い
。

九

成
田
新
高
速
鉄
道
で
は
、
京
成
電
鉄
が
北
総
開
発
鉄
道
の
軌
道
を
利
用
し
て
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
や
特
急
を
走
ら
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
北
総
・
公
団
線
の
利
用
者
は
、
こ
れ
に
よ
る
利
用
者
増
に
よ
り
、
同
線
区
間
部
分
の
運
賃
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
成
十
三
年
三
月
の
財
団
法
人
運
輸
政
策
研
究
機
構
の
「
成
田

新
高
速
鉄
道
事
業
化
推
進
に
関
す
る
調
査
」
報
告
書
に
よ
る
と
、
北
総
開
発
鉄
道
に
支
払
わ
れ
る
使
用
料
は
、
同
区
間
で
の

乗
降
客
数
に
比
例
按
分
さ
れ
た
分
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
同
鉄
道
の
経
営
改
善
お
よ
び
運
賃
引
き
下
げ
に
結
び
つ
か
な
い
の

で
は
な
い
か
、
危
惧
し
て
い
る
。
政
府
の
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。

十

都
市
公
団
が
所
有
し
て
い
る
「
公
団
線
」
部
分
は
、
京
成
電
鉄
の
子
会
社
で
あ
る
「
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
株
式
会

四



社
」
に
格
安
で
譲
渡
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
、
北
総
開
発
鉄
道
株
式
会
社
が
こ
れ
ま
で
都
市
公
団
に
支
払
っ
て
い
た
施
設

使
用
料
は
安
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。
そ
の
支
払
い
減
額
分
を
原
資
な
ど
と
し
て
、
利
用
者
か
ら
特
に
要
望
の
強
い

「
通
学
定
期
割
引
率
の
引
き
上
げ
」
を
政
府
と
し
て
関
係
者
に
指
導
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


